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 2022年4月以降、当発電所関係者の感染者が増加している状況
4月の感染者数（4月13日時点）：当社社員4名、協力企業社員114名

 日常の健康管理や、基本的な行動管理（3密の回避、同居する家族も含めた行動履歴の確認
等）などの従来から実施している感染対策に加えて、以下の追加対策を実施

＜追加対策＞

① 一部の協力企業における事務所の一時閉鎖
感染者が多く発生している一部の協力企業については、
4月8日から事務所を一時的に閉鎖中

② 稲垣所長による協力企業への注意喚起
4月12日・13日の協力企業における朝礼の際、
稲垣所長より、感染防止の徹底を改めて注意喚起

③ 職域接種（3回目）の実施
5月17日～5月27日において、当社社員及び協力

企業社員等の希望者を対象とした職域接種（3回目）
を実施

稲垣所長による協力企業への注意喚起の様子


